
本
居
宣
長

に
見
る

『
在
京
日
記
』

五

宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

は
じ
め
に

江
戸
末
期
に
成
稿
し
た
喜
田
川
守
貞
『
守
貞
謹
稿
』
が
記
す
と
お

り
、
江
戸
時
代
、
京
都
・
大
坂
・
江
戸
の
三
都
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風

俗
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
年
中
行
事
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

近
代
以
降
、
江
戸
時
代
の
年
中
行
事
に
関
す
る
研
究
は
、
三
田
村
鳶

魚
『
江
戸
年
中
行
事
』
(
春
陽
堂
、
昭
和
元
年
刊
)
を
は
じ
め
、
宮

田
登
『
江
戸
歳
時
記
』
(
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
一
年
刊
)
、
小
野
武

雄
『
江
戸
の
歳
事
風
俗
誌
』
(
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
一
四
年
刊
)

な
ど
、
主
に
江
戸
時
代
の
「
江
戸
」
と
い
う
一
都
市
の
年
中
行
事
を

扱
っ
た
も
の
が
中
心
で
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
京
都
・
大
坂
の
そ
れ

謄

A主主.

見 4

吹

に
関
す
る
考
証
は
け
っ
し
て
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向

は
、
今
日
で
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
江

戸
中
期
に
活
躍
し
た
国
学
者
、
本
居
宣
長
の
『
在
京
日
記
』
を
史
料

と
し
て
、
宝
暦
期
の
京
都
の
年
中
行
事
、
そ
の
中
で
も
年
末
年
始
に

焦
点
を
あ
て
て
考
証
し
て
み
た
い
。

江
戸
中
期
以
降
の
京
都
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
は
、
夙
に
『
京
都

の
歴
史
』
一

O
巻
第
四
章
第
二
節
コ
尽
の
生
活
と
習
俗
」
(
林
屋
辰

三
郎
氏
担
当
執
筆
)
が
あ
る
。
林
屋
氏
は
近
世
京
都
の
風
俗
を
記
す

に
際
し
て
、
そ
れ
を
『
京
都
の
歴
史
』
第
一

O
巻
(
享
保
|
天
保
)

に
位
置
づ
け
た
理
由
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
京
都
の
歴
史
』
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
民
俗
的
資
料
を
一
般
的

に
享
保
|
天
保
の
期
聞
を
扱
う
本
巻
に
位
置
づ
け
た
に
つ
い
て



は
、
い
ち
お
う
の
理
由
が
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
よ
り
一
般
的
な

考
え
方
で
、
は
る
か
に
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
民
俗
も
け
っ
し
て

少
な
く
は
な
く
、
す
で
に
そ
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
し
た
も
の

も
な
く
は
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
の
手
も
と
に
採
集
さ
れ
る
具
体

的
な
祖
先
た
ち
の
生
活
史
料
は
、
三
百
年
を
遡
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
は
、
き
わ
め
て
希
少
で
あ
っ
て
、
大
部
分
は
二
百
年
前

後
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
々
の
家
の
祖
先
を
系
譜
・

過
去
帳
・
伝
承
な
ど
に
も
と
e

つ
い
て
検
討
し
て
も
、
元
禄
以
前

に
及
ぶ
も
の
は
よ
ほ
ど
の
旧
家
で
そ
の
数
は
少
な
く
、
ふ
つ
・
つ

旧
家
と
さ
れ
る
も
の
は
古
く
て
享
保
に
は
じ
ま
り
、
大
部
分
は

化
政
期
に
起
源
し
て
い
る
。

林
屋
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
現
代
に
お
け
る
京
風
と
い
わ
れ
る
生

活
習
俗
の
源
流
を
享
保
か
ら
天
保
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
居

宣
長
は
宝
暦
二
年
(
一
七
五
二
)
三
月
か
ら
同
七
年
(
一
七
五
七
)

一
O
月
ま
で
の
足
掛
け
六
年
間
、
医
術
修
業
、
儒
学
学
習
の
た
め
に

京
都
に
滞
在
し
て
い
た
。
宣
長
の
『
在
京
日
記
』
は
こ
の
間
の
彼
の

日
記
で
あ
る
。
宣
長
の
『
在
京
日
記
』
は
林
屋
氏
の
指
摘
す
る
享
保

か
ら
天
保
の
期
間
内
に
成
立
し
た
日
記
(
見
聞
記
)
で
あ
り
。
そ
の

意
味
に
お
い
て
、
本
研
究
は
単
に
近
世
の
京
都
風
俗
の
考
証
に
止
ま

本
居
室
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

る
も
の
で
は
な
く
、
現
代
の
京
都
風
俗
の
源
流
を
考
察
す
る
も
の
で

も
あ
る
。
宣
長
の
『
在
京
日
記
』
は
宝
暦
二
年
三
月
五
日
か
ら
同
五

年
一
二
月
ま
で
は
漢
文
体
で
簡
略
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
同
六
年

(
一
七
五
六
)
一
月
以
後
は
和
文
体
に
改
め
て
、
よ
り
具
体
的
に
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
在
京
日
記
』
に
記
載
さ
れ
た

宝
暦
六
年
年
末
か
ら
翌
七
年
年
始
に
か
け
て
の
記
事
を
史
料
と
し
て
、

宣
長
|
|
松
坂
か
ら
京
都
に
遊
学
し
た
一
人
の
青
年
|
|
の
視
点
か

ら
、
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始
の
様
子
を
描
き
出
し
て
み
た
い
。
な

お
、
宝
暦
六
年
は
宣
長
が
上
洛
し
て
五
年
目
、
宣
長
二
七
歳
の
年
に

あ
た
る
。

事
始
め
か
ら
年
内
立
春
ま
で

宝
暦
六
年
(
一
七
五
六
)
一
二
月
一
一
二
日
は
、
事
始
め
で
あ
っ
た
。

宣
長
の
『
在
京
日
記
』
に
は
「
十
三
日
、
今
日
は
、
正
月
の
こ
と
は

じ
め
な
ど
い
ふ
臼
な
り
」
と
簡
略
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

正
月
の
事
始
め
と
は
、
こ
の
日
か
ら
正
月
の
準
備
を
始
め
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
黒
川
道
祐
『
日
次
紀
事
』
(
延
宝
五
年
〔
一
六
七

七
〕
成
稿
)
の
一
一
一
月
一
三
日
の
人
事
の
項
目
に
も
「
事
始
ノ
日
、

今
日
正
月
万
事
の
経
営
始
て
之
を
修
す
。
俗
に
是
を
事
始
の
日
と
謂

五
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ふ
。
正
月
用
の
所
の
物
、
亦
多
く
之
を
買
ふ
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
か
ら
京
都
で
は
迎
春
準
備
に
忙
し
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
年
の
一
二
月
一
五
日
は
節
分
で
あ
っ
た
。
宣
長
は
『
在
京
日

記
』
に
、
こ
の
日
の
京
都
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。

十
五
日
、
節
分
な
り
。
今
年
は
、
日
ご
ろ
寒
さ
も
強
か
り
し
か

ど
、
雪
降
ら
ぬ
年
な
り
け
る
。
今
日
、
朝
の
ほ
ど
は
雪
け
に
う

ち
く
も
り
、
糞
降
り
な
ど
し
け
る
が
、
後
は
晴
れ
に
け
り
。
今

宵
は
年
越
し
と
て
、
い
づ
こ
も
い
づ
こ
も
こ
と
た
つ
夜
な
り
。

大
豆
曜
子
な
ど
い
と
お
か
し
。
内
裏
へ
万
民
参
り
侍
る
。
家
ご

と
に
豆
打
ち
て
、
「
鬼
は
そ
と
へ
、
福
は
内
へ
」
と
祝
ひ
た
る
。

い
と
お
か
し
。
み
な
人
ご
と
に
、
来
る
年
の
数
に
一
つ
増
し
て

食
ひ
、
祝
ひ
た
る
な
ど
も
お
か
し
。
門
に
は
、
「
厄
は
ら
ひ
ま

ひ
ら
せ
ふ
」
と
呼
び
歩
き
た
る
。
呼
び
止
め
て
は
ら
は
せ
た
る
。

青
物
尽
し
、
呉
服
物
尽
し
、
あ
る
は
役
者
の
名
寄
せ
な
ど
、
す

べ
て
物
の
名
尽
し
を
も
ぢ
り
て
は
ら
ひ
た
る
。
西
の
海
へ
な
ど

い
ふ
ほ
ど
、
い
と
お
か
し
。
文
、
家
の
内
う
ら
ま
は
り
な
ど
、

う
こ
も
て
る
所
あ
れ
ば
、
今
宵
、
海
鼠
を
持
ち
て
、
銅
盟
の
底

た
た
き
、
「
を
ご
ろ
も
ち
は
お
宿
に
か
、
海
鼠
御
殿
御
見
舞
ひ

ぞ
」
と
よ
ば
ひ
歩
く
め
り
。
う
ご
ろ
も
ち
の
性
と
し
て
、
海
鼠

を
い
た
く
嫌
ひ
侍
る
と
ぞ
。
又
、
今
宵
、
豆
打
ち
侍
る
に
、
問

五
四

屋
に
て
は
「
鬼
は
内
へ
」
と
言
ひ
侍
る
よ
し
。
御
荷
と
言
ひ
代

へ
た
る
な
め
り
。

今
宵
、
五
条
の
天
神
へ
み
な
人
参
り
侍
る
。
こ
の
社
を
、
俗
に

天
使
と
の
み
申
し
侍
る
。
又
、
五
条
通
を
松
原
と
い
ひ
て
、
六

条
の
坊
門
を
五
条
と
い
ふ
な
り
。
こ
の
神
は
、
松
原
の
西
桐
院

の
巷
に
ま
し
ま
す
な
り
。
予
も
参
り
侍
る
。
人
お
び
た
だ
し
く

詣
で
侍
る
。
西
洞
院
通
、
松
原
通
は
、
商
人
所
狭
く
居
並
び
て
、

い
と
に
ぎ
わ
し
。
今
宵
、
こ
の
社
に
て
、
お
け
ら
を
玉
は
り
て

か
へ
り
侍
る
。
宝
船
の
画
も
出
し
侍
る
な
り
。

宣
長
は
節
分
の
夜
の
行
事
と
し
て
、
豆
打
ち
、
厄
払
い
、
モ
グ
ラ

追
い
、
五
条
天
神
参
詣
、
の
四
つ
を
中
心
に
書
き
留
め
て
い
る
。
ま

ず
、
豆
打
ち
で
あ
る
。
『
在
京
日
記
』
に
拠
る
と
、
宝
暦
期
の
京
都

で
は
、
家
ご
と
に
「
鬼
は
外
へ
、
福
は
内
へ
」
と
唱
え
な
が
ら
、
豆

を
打
っ
た
。
た
だ
し
、
問
屋
で
は
「
鬼
」
と
「
御
荷
」
の
発
音
が
通

じ
る
こ
と
か
ら
「
鬼
(
御
荷
)
は
内
へ
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

人
々
は
各
自
、
来
年
の
年
齢
に
一
つ
足
し
た
数
の
妙
り
豆
を
食
べ
た

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
中
期
の
京
都
の
豆
打
ち
に
関
し
て
は
、

『
日
次
紀
事
』
の
一
一
一
月
の
条
の
末
尾
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

同
夜
(
節
分
の
夜
の
こ
と
、
謄
吹
注
)
、
(
中
略
)
又
大
豆
を
家



内
で
熱
り
、
是
を
豆
を
打
つ
と
謂
ふ
。
或
は
豆
を
拍
す
と
謂
ふ
。

凡
そ
一
家
の
内
、
事
を
執
る
者
之
を
勤
む
。
之
を
歳
男
と
称
す
。

声
高
に
鬼
は
外
と
福
は
内
と
呼
て
、
厄
を
祷
ひ
福
を
索
め
、
其

の
後
、
合
家
各
熱
大
豆
を
食
ふ
。
則
ち
己
が
歳
の
数
を
用
ゆ
。

此
の
外
、
人
々
大
豆
を
以
て
紀
年
の
数
に
配
し
、
孔
方
兄
数
枚

と
白
紙
を
以
て
之
を
包
み
、
自
ら
遍
憧
を
摩
り
、
則
ち
是
を
街

頭
の
厄
払
い
に
授
く
。
厄
払
い
之
を
受
け
、
声
高
に
厄
を
遂
ふ

調
を
唱
て
、
之
を
祝
す
。

こ
の
記
事
に
拠
る
と
、
延
宝
噴
の
京
都
の
豆
打
ち
は
、
大
豆
を
家

で
妙
り
、
そ
れ
を
歳
男
と
呼
ば
れ
る
人
が
声
高
に
「
鬼
は
外
へ
、
福

は
内
へ
」
と
呼
ん
で
豆
を
打
つ
。
そ
の
後
、
家
人
揃
っ
て
、
各
自
年

齢
の
数
だ
け
妙
り
豆
を
食
べ
る
。
「
在
京
日
記
』
で
は
年
齢
の
数
に

一
つ
足
し
た
数
を
食
べ
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
現
在
の
京
都
で
も
、
筆
者
の
知
る
範
囲
で
も
そ
の
両
方

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
日
次
紀
事
』
の
前
掲
の
記
事
に
拠
る

と
、
節
分
の
妙
り
豆
と
銭
数
枚
を
い
っ
し
ょ
に
紙
に
包
ん
で
、
そ
れ

を
街
頭
の
厄
払
い
に
渡
す
と
、
厄
払
い
が
声
高
に
厄
払
い
の
文
句
を

唱
え
た
と
あ
る
。
厄
払
い
に
つ
い
て
同
書
一
二
月
の
条
の
末
尾
に
は

「
今
夜
、
乞
人
綿
巾
を
以
て
、
頭
面
を
覆
ひ
、
厄
払
厄
落
し
と
称
す
。

本
属
宣
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

終
夜
、
街
衝
に
往
来
し
、
暁
に
至
り
て
止
む
。
」
と
あ
り
、
延
宝
期

ご
ろ
は
「
乞
人
」
が
厄
払
い
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
在
京
日
記
』
に
拠
る
と
、
宝
暦
期
の
京
都
の
厄
払
い
は
「
厄
は

ら
ひ
ま
ひ
ら
せ
ふ
」
と
呼
び
歩
き
、
門
先
で
呼
び
止
め
ら
れ
る
と
、

青
物
尽
し
、
呉
服
物
尽
し
、
あ
る
い
は
役
者
の
名
寄
せ
な
ど
、
す
べ

て
物
の
名
尽
し
を
も
じ
っ
た
文
句
を
唱
え
て
厄
払
い
を
し
て
い
た
と

い
う
。
ま
た
、
元
禄
期
の
京
都
と
そ
の
近
郊
の
年
中
行
事
を
説
明
し

た
苗
村
丈
伯
『
年
中
重
宝
記
』
(
元
禄
六
年
ご
六
九
三
〕
序
)
第

四
巻
に
は
「
節
分
の
夜
、
厄
払
を
す
る
と
い
ふ
事
有
て
、
男
女
と
も

に
厄
年
に
あ
た
り
た
る
も
の
は
身
を
は
ら
ひ
す
つ
る
事
な
り
。
厄
と

は
七
難
九
厄
と
て
、
七
歳
よ
り
九
歳
を
加
へ
、
六
十
一
歳
に
い
た
る

ま
で
を
い
へ
り
。
七
歳
、
十
六
歳
、
二
十
五
歳
、
三
十
四
歳
、
四
十

二
歳
、
五
十
二
歳
、
六
十
一
歳
な
り
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

元
禄
頃
は
厄
年
に
あ
た
っ
た
人
が
、
節
分
の
夜
に
厄
払
い
を
し
て
も

ら
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
『
在
京
日
記
』
に
厄
払
い
の
文
句
と

し
て
「
西
の
海
へ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
摂

津
国
の
森
ノ
宮
神
社
の
神
宮
で
あ
っ
た
近
藤
龍
翁
が
著
し
た
『
恵
美

須
草
』
(
延
享
二
年
二
七
四
五
〕
成
稿
、
宝
暦
二
年
〔
一
七
五
二
〕

龍
翁
自
ら
書
写
)
下
巻
「
節
分
の
事
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

五
五
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今
夜
、
厄
払
い
と
て
門
々
へ
来
て
物
も
ら
ふ
物
有
。
(
中
略
)

昔
は
中
臣
械
、
三
種
械
な
ど
は
ら
ひ
し
事
な
る
に
、
い
つ
の
比

よ
り
か
今
は
あ
ら
れ
ぬ
乞
食
の
所
作
と
成
て
門
々
に
て
は
ら
ふ

な
り
。
め
で
た
き
事
ど
も
云
な
ら
べ
、
銭
と
豆
と
を
も
ら
ひ
行

く
な
り
。
其
語
に
日
く
、
「
や
あ
ら
め
で
た
や
旦
那
の
御
寿
命

ま
う
さ
ば
、
鶴
は
千
年
亀
は
万
年
、
浦
島
太
郎
は
八
千
歳
、
三

浦
の
翁
助
百
六
ツ
、
五
葉
の
松
は
雲
井
は
る
か
に
、
悪
魔
外
道

を
ひ
っ
か
ら
げ
、
西
の
海
へ
さ
ら
り
こ
っ
か
こ
う
」
と
い
ふ
。

是
は
あ
だ
ご
と
な
れ
ど
も
、
起
所
は
む
か
し
有
し
中
臣
械
の
心

理
を
取
て
か
く
す
る
事
な
り
。

右
の
記
事
に
見
え
る
厄
払
い
の
文
句
に
「
西
の
海
へ
」
と
あ
る
。

宝
暦
六
年
の
節
分
の
夜
に
宣
長
が
聞
い
た
厄
払
い
の
文
句
が
、
『
恵

美
須
草
』
掲
載
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
似
た
文
句
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
『
恵
美
須
草
』
の
著
者
、
近
藤
龍
翁
は
摂
津
国
森
ノ
宮
神
社
の

神
官
で
あ
る
か
ら
、
『
恵
美
須
草
』
の
記
事
を
京
都
の
風
俗
考
証
に

用
い
る
こ
と
に
疑
念
を
抱
か
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
『
恵
美
須
草
』
の
成
立
時
期
が
宣
長
の
京
都
遊
学
期
間
に

近
く
、
ま
た
、
京
都
を
含
め
た
上
方
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
『
在

五
六

京
日
記
』
を
読
む
た
め
の
史
料
の
一
つ
と
し
て
、
『
恵
美
須
草
』
を

用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。

次
に
、
モ
グ
ラ
追
い
で
あ
る
。
『
在
京
日
記
』
が
記
す
「
を
ご
ろ

も
ち
」
「
う
ご
ろ
も
ち
」
は
モ
グ
ラ
の
こ
と
で
あ
る
。
節
分
の
夜
、

屋
敷
内
あ
る
い
は
屋
敷
周
辺
に
、
モ
グ
ラ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
土
の

盛
り
上
が
り
が
あ
る
家
で
は
、
手
に
ナ
マ
コ
を
持
ち
、
銅
盤
の
底
を

た
た
き
な
が
ら
、
「
を
ご
ろ
も
ち
は
お
宿
に
か
、
海
鼠
御
殿
御
見
舞

ひ
ぞ
」
と
唱
え
な
が
ら
歩
き
廻
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
モ
グ
ラ
が
ナ

マ
コ
を
嫌
う
習
性
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
宣
長
は
記
し
て
い

る
。
モ
グ
ラ
追
い
に
関
し
て
は
、
『
守
貞
謹
稿
』
巻
二
七
に
、
次
の

よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

節
分
の
夜
、
大
坂
の
市
民
、
五
、
六
夫
あ
る
ひ
は
同
製
の
服
を

着
し
、
あ
る
ひ
は
不
同
の
服
も
こ
れ
あ
り
。
そ
の
中
一
人
、
生

海
鼠
に
細
縄
を
つ
け
、
地
上
を
曳
き
巡
る
。
そ
の
余
三
、
四
夫

は
各
銅
嬬
・
鉦
・
太
鼓
等
を
鳴
ら
し
て
日
く
、
「
う
ご
ろ
も
ち

は
内
に
か
、
と
ら
ご
ど
ん
の
お
ん
ま
ひ
じ
ゃ
」
と
呼
び
、
自
家

お
よ
び
知
音
の
家
に
も
往
き
て
祝
す
こ
と
あ
り
。
う
ご
ろ
も
ち

は
、
土
龍
を
云
ふ
な
り
。
江
戸
に
て
は
、
む
ぐ
ろ
も
ち
と
云
ふ
。

坂
人
、
今
夜
の
み
生
海
鼠
を
と
ら
ご
ど
の
、
虎
子
殿
と
云
ふ
。

伝
へ
云
ふ
、
こ
れ
を
行
ふ
年
は
、
そ
の
家
土
龍
地
を
動
か
さ
ず
、



五
々
。
最
も
古
風
を
存
せ
り
。

こ
の
記
事
に
拠
る
と
、
江
戸
末
期
の
大
坂
で
も
、
『
在
京
日
記
』

に
記
録
さ
れ
た
モ
グ
ラ
追
い
の
記
事
と
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
在
京
日
記
』
に
拠
る
と
、
宝
暦
六
年
一
二
月
一
五
日
、
節
分
の

日
の
夜
、
宣
長
は
松
原
通
西
調
院
通
に
あ
る
五
条
天
神
に
参
詣
し
て

い
る
。
当
時
、
宣
長
は
彼
の
医
術
の
師
で
あ
る
武
川
幸
順
宅
に
寄
宿

し
て
い
た
。
幸
順
宅
は
四
条
室
町
の
南
側
、
鶏
鉾
町
で
あ
っ
た
か
ら
、

幸
順
宅
か
ら
五
条
天
神
ま
で
は
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
一

O
分
ほ
ど
の
距

離
で
あ
る
。

こ
の
夜
、
宣
長
は
五
条
天
神
で
「
お
け
ら
」
(
白
市
)
を
い
た
だ

い
て
帰
宅
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
お
け
ら
」
は
、
お
け
ら
火
の

こ
と
。
境
内
に
焚
か
れ
た
浄
火
に
「
お
け
ら
」
(
菊
科
の
薬
草
)
を

加
え
て
燃
や
す
の
で
、
お
け
ら
火
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
お
け
ら

火
の
火
種
を
家
に
持
ち
帰
り
、
自
宅
の
寵
に
移
し
て
炊
飯
に
用
い
る

と
、
一
年
間
無
病
患
災
に
送
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
五
条
天
神
の

お
け
ら
火
の
こ
と
は
、
『
日
次
紀
事
』
の
一
二
月
の
条
の
末
尾
に
、

「
此
の
目
、
良
賎
、
五
条
天
神
に
詣
づ
。
各
自
戒
を
買
ひ
て
、
自
家

で
之
を
焼
く
。
是
、
神
代
の
遺
風
な
り
。
又
、
小
田
餅
を
買
ひ
て
家

本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

に
帰
る
。
此
の
餅
、
社
の
傍
ら
勝
軍
地
蔵
に
供
す
る
な
り
。
故
に
勝

餅
と
調
ふ
。
参
諸
の
男
女
、
之
を
求
め
、
今
夜
之
を
食
さ
ば
、
則
ち

明
年
勝
利
を
得
る
と
云
云
」
と
あ
り
、
ま
た
『
年
中
重
宝
記
』
第
四

巻
に
は
、
「
節
分
の
夜
は
五
条
の
天
神
に
ま
い
り
、
餅
自
戒
を
う
け

て
か
へ
る
事
あ
り
。
五
条
天
神
は
小
彦
名
命
に
て
天
下
の
疫
病
を
守

ら
ん
と
ち
か
ひ
給
ふ
神
な
る
が
ゆ
へ
、
一
年
中
の
疫
気
を
い
の
ら
ん

た
め
に
ま
い
る
事
也
。
自
戒
は
湿
を
は
ら
ふ
薬
な
れ
ば
、
風
湿
疫
病

を
の
ぞ
く
の
心
に
て
神
前
に
て
う
け
か
へ
り
、
火
に
た
く
な
り
。
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
在
京
日
記
』
に
は
ま
た
、
官
一
長
が
五
条
天
神
に
参
詣
し
た
時
、

境
内
で
は
宝
船
の
絵
が
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
-
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
宝
船
を
描
い
た
絵
に
つ
い
て
は
、
『
日
次
紀
事
』
に
、
次
の
よ

う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

同
夜
、
禁
裏
白
紙
に
船
を
貼
画
し
て
、
宮
方
及
び
諸
臣
に
賜
ふ
。

地
下
の
良
賎
も
亦
、
船
を
画
て
以
て
臥
楊
の
被
底
に
敷
て
寝
ぬ
。

今
夜
吉
夢
有
れ
ば
、
則
ち
来
歳
福
を
得
る
と
云
。
若
し
悪
夢
を

見
れ
ば
、
則
ち
翌
朝
是
を
流
水
に
付
す
。
是
を
悪
夢
を
流
す
と

謂
ふ
。
倭
俗
斯
の
船
の
内
種
々
の
珍
宝
を
画
く
。
故
に
宝
船
と

称
す
。
近
世
、
是
亦
、
梓
に
鎮
め
て
児
童
市
中
に
売
る
。
大
に

宝
船
、
宝
船
と
呼
ぶ
。
是
ま
た
中
華
紙
船
の
類
か
。

五
七
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こ
の
解
説
文
に
拠
る
と
、
江
戸
中
期
の
京
都
で
は
、
節
分
の
夜
、

紙
に
船
を
描
き
、
そ
れ
を
枕
や
布
団
の
下
に
敷
い
て
寝
る
風
習
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
節
分
の
夜
、
も
し
吉
夢
を
見
れ
ば
、
来
年
は
福
が

訪
れ
、
も
し
悪
夢
を
見
れ
ば
、
布
団
の
下
に
敷
い
た
紙
を
水
に
付
け

て
「
悪
夢
を
流
す
」
。
世
間
で
は
、
こ
の
船
に
様
々
な
珍
宝
を
描
く

こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
絵
を
「
宝
船
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、

京
都
の
街
中
で
は
、
こ
の
宝
船
を
印
刷
し
た
も
の
を
児
童
が
売
り
歩

い
て
い
た
、
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
宣
長
が
五
条
天
神
の
境
内
で
見

た
宝
船
の
絵
も
「
種
々
の
珍
宝
を
画
」
い
た
も
の
で
、
あ
る
い
は
印

刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
宣
長
は
五
条
天
神
参
詣
の
記
事
に
続
け
て
、
『
在
京
日
記
』

に
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。

立
春
に
な
り
侍
れ
ど
、
世
は
中
/
¥
日
々
に
せ
は
し
く
成
行
比

也
。
抑
さ
い
つ
比
、
京
中
拝
借
米
の
こ
と
は
、
さ
の
み
都
は
困

窮
も
見
え
ね
ば
に
や
、
御
ゆ
る
し
な
か
り
し
と
ぞ
。

来
年
の
大
小
、

大
小
は
中
を
し
を
り
て
丑
の
と
し
順
に
か
ぞ
へ
て
お
ど
る

三
八

此
歌
を
も
て
、
手
に
て
仕
方
あ
る
也
。
そ
の
図
を
記
し
侍
る
。

五
八.

惣
荊
フ
牛
品
収
ェ
似
全
日

明、・
1

一
五
七
す
+
-
一

又
、
人
差
し
指
と
小
指
と
を
小
と
し
て
、
親
指
よ
り
順
に
か
ぞ

へ
行
也
。

右
二
ツ
は
、
い
と
あ
た
ら
し
く
輿
あ
る
ゆ
へ
、
記
し
を
き
侍
る
。

其
外
も
多
か
れ
ど
、
め
づ
ら
し
か
ら
ず
。

右
の
記
事
に
あ
る
と
お
り
、
宝
暦
六
年
二
一
月
一
六
日
は
立
春
で

あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
年
内
立
春
で
あ
る
。
同
月
八
日
、
宣
長
は
有
賀

長
川
宅
で
聞
か
れ
た
月
次
の
歌
会
に
出
席
し
、
そ
の
日
の
兼
題
は
年

内
立
春
、
当
座
題
は
祈
逢
恋
で
あ
っ
た
。
『
在
京
日
記
』
に
は
「
十



一
一
月
八
日
、
有
賀
氏
月
次
の
会
、
年
内
立
春
、
当
座
祈
逢
恋
、
と
も

に
詠
じ
侍
る
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
宣
長
が
師
事
し
た
有
賀
長
川

(
後
に
長
因
と
改
名
)
は
地
下
の
二
条
派
歌
人
。
父
は
長
伯
。
宣
長

は
宝
暦
六
年
二
月
一
五
日
の
有
賀
氏
月
次
歌
会
に
出
席
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
翌
七
年
八
月
ま
で
長
川
宅
の
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
。
こ

の
目
、
官
一
長
が
詠
ん
だ
歌
は
、
次
の
知
く
で
あ
る
。

有
賀
氏
一
二
月
兼
題
年
内
立
春

都
に
て
春
は
け
さ
た
っ
た
び
ご
ろ
も
冬
の
空
に
や
日
数
へ
ぬ
ら

ん跡
と
め
て
又
た
ち
か
へ
る
は
る
が
す
み
年
も
へ
だ
て
ぬ
雪
の
ふ

る
道

前
掲
の
『
在
京
日
記
』
の
記
事
に
は
、
拝
借
米
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
て
い
る
。
宝
暦
五
年
(
一
七
五
五
)
か
ら
同
六
年
(
一
七
五
六
)

に
か
け
て
、
日
本
は
天
正
以
来
と
言
わ
れ
る
大
飢
鐘
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
の
飢
鐘
の
こ
と
は
宣
長
の
『
在
京
日
記
』
に
も
、
そ
の
宝
暦
六
年

五
月
三
日
の
条
に
「
大
方
こ
と
し
は
、
参
宮
人
、
例
と
は
い
た
う
す

く
な
か
り
し
ょ
し
。
関
東
北
圏
西
国
の
、
去
年
の
不
作
ゆ
へ
な
る
べ

し
」
ま
た
、
周
年
八
月
十
五
日
の
条
に
も
「
去
年
よ
り
し
て
、
五
穀

の
あ
た
ひ
い
と
た
ふ
と
く
て
、
ま
だ
さ
が
り
侍
ら
ず
。
こ
と
し
は
い

本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

づ
こ
も
よ
き
よ
し
い
ふ
め
れ
ど
、
い
か
に
ぞ
や
。
い
ま
に
米
た
つ
と

く
侍
れ
ば
、
い
か
で
こ
の
秋
は
よ
か
れ
か
し
と
ね
が
ふ
事
也
。
」
、
更

に
周
年
一

O
月
中
旬
に
は
「
去
年
よ
り
凶
年
に
て
、
世
上
困
窮
に
つ

き
て
、
京
中
町
々
よ
り
拝
借
米
を
ね
が
ひ
侍
る
。
お
よ
そ
京
中
へ
二

万
石
と
か
や
聞
え
し
。
ま
た
い
か
が
な
ら
ん
し
れ
ず
。
む
か
し
も
例

(却
v

も
あ
り
し
と
ぞ
。
」
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
宝
暦
五
・
六
年
は

確
か
に
凶
作
で
あ
っ
た
が
、
『
在
京
日
記
』
に
拠
る
と
、
宝
暦
六
年

一
二
月
の
京
都
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
窮
し
た
状
況
で
も
な
か
っ
た
の

で
、
拝
借
米
が
行
わ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
日
の
日
記
に
は
、
翌
七
年
の
月
の
大
小
の
数
え
方
が
二

種
、
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
近
世
の
京
都
で
行
わ
れ
て
い
た
月
の

大
小
の
数
え
方
を
記
録
し
た
も
の
は
珍
し
い
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す

る。
ま
ず
一
つ
目
は
右
手
の
人
差
し
指
と
小
指
を
立
て
て
、
中
指
と
薬

指
を
折
り
曲
げ
、
そ
れ
を
親
指
で
押
さ
え
る
。
こ
れ
は
『
在
京
日
記
』

に
「
惣
形
牛
頭
ニ
似
タ
リ
」
と
あ
る
と
お
り
、
牛
(
丑
)
の
頭
に
似

せ
た
趣
向
で
、
立
て
た
人
差
し
指
と
小
指
が
牛
の
角
に
見
立
て
て
い

る
。
明
け
て
宝
暦
七
年
は
丁
丑
の
年
で
あ
る
。
そ
の
数
え
方
は
、
右

手
を
牛
頭
の
よ
う
な
形
に
し
て
、
人
差
し
指
を
大
の
月
、
小
指
を
小

の
月
と
見
立
て
、
人
差
し
指
か
ら
始
め
て
正
月
、
小
指
は
二
月
、
歌

五
九
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に
「
お
ど
る
三
八
」
と
あ
る
よ
う
に
、
人
差
し
指
の
上
で
三
月
、
四

月
を
重
ね
て
数
え
、
五
月
は
小
指
、
六
月
は
人
差
し
指
、
七
月
は
小

指
で
、
八
月
、
九
月
と
重
ね
て
人
差
し
指
、
一

O
月
は
小
指
、
一
一

月
は
人
差
し
指
、
一
二
月
は
小
指
と
数
え
る
。
す
な
わ
ち
、
宝
暦
七

年
は
正
月
、
三
月
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、
九
月
、
十
一
月
が
大
の

月
で
、
そ
れ
以
外
が
小
の
月
で
あ
っ
た
。

二
つ
目
の
数
え
方
は
、
『
在
京
日
記
』
の
二
つ
目
の
図
の
よ
う
に

右
手
の
親
指
を
正
月
、
人
差
し
指
を
二
月
、
中
指
を
三
月
、
薬
指
を

四
月
、
小
指
を
五
月
、
再
び
親
指
に
一
反
っ
て
六
月
、
以
下
、
一
二
月

ま
で
順
に
数
え
る
。
こ
の
中
の
人
差
し
指
と
小
指
に
あ
た
る
月
、
す

な
わ
ち
、
二
月
、
五
月
、
七
月
、
一

O
月
、
一
二
月
が
小
の
月
と
な

る
。
『
在
京
日
記
』
に
拠
る
と
、
こ
の
他
に
も
月
の
大
小
の
数
え
方

は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
官
一
長
は
そ
の
中
か
ら
右
の
二
種
を
「
い

と
あ
た
ら
し
く
興
あ
る
ゆ
へ
」
と
し
て
、
そ
の
日
記
に
書
き
留
め
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
翌
日
、
十
七
日
の
条
に
も
う
一
つ
、
月
の
大
小

の
数
え
方
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
引
用
す
る
。

十
七
日
の
夜
は
、
山
田
周
蔵
、
横
関
斎
な
ど
と
、
有
賀
氏
へ
ま

か
り
て
、
歳
暮
の
歌
よ
み
侍
る
。
い
と
夜
更
て
か
へ
り
ぬ
。

ま
た
大
小

六

O

'コo
oる
はo
ちO
oよ
かo
oめ
はo
はo
Oん
せo
oL、

に
ご
ら
る
、
字
大
に
て
、
に
ご
ら
れ
ぬ
字
小
な
り
。
い
と
む
つ

か
し
。
類
あ
る
こ
と
也
。

ま
た
冬
な
が
ら
、
ま
だ
き
に
春
立
ち
ぬ
れ
ば
に
や
、
寒
さ
も
ゆ

る
ひ
も
て
ゆ
く
や
う
に
て
、
何
と
な
く
、
春
の
景
色
も
あ
る
や

う
に
お
ぼ
ゆ
か
し
。
さ
れ
ど
世
は
日
々
に
せ
は
し
く
成
侍
る
。

童
部
な
ど
は
何
心
な
く
、
今
い
く
た
び
寝
て
な
ど
、
指
を
お
り

て
春
を
待
つ
も
い
と
お
か
し
。
と
か
く
す
る
程
に
、
い
と
う
を

し
つ
ま
り
侍
る
。

一
七
日
の
夜
は
山
田
周
蔵
、
横
関
斎
な
ど
と
有
賀
氏
宅
に
聞
か
れ

た
歌
会
に
出
席
し
、
歳
暮
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
目
、
宣
長
と

同
行
し
た
山
田
周
蔵
は
、
宣
長
と
同
じ
く
堀
景
山
の
門
下
生
で
あ
る
。

横
関
斎
は
伝
未
詳
で
あ
る
が
、
『
在
京
日
記
』
を
読
む
限
り
、
景
山

一
門
と
親
交
の
あ
っ
た
人
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
目
、
官
一
長
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

年
暮

を
く
霜
の
か
さ
な
る
冬
も
末
の
ま
っ
か
は
ら
ぬ
色
に
こ
ゆ
る
と

し
波



な
に
を
お
し
み
な
に
を
ま
つ
み
の
年
の
暮
お
も
へ
ば
空
の
け
し

き
ば
か
り
を

『
在
京
日
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
三
つ
目
の
月
の
大
小
の
数
え

方
は
、
宣
長
も
「
い
と
む
つ
か
し
」
と
記
し
て
い
る
通
り
、
比
一
一
か
難

解
で
あ
る
。
「
つ
る
は
ち
よ
か
め
は
は
ん
せ
い
」
は
「
鶴
は
千
代
、

亀
は
万
世
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
二
個
の
仮
名
は
、
上
か

ら
順
に
「
つ
」
が
一
月
、
「
る
」
が
二
月
、
「
は
」
が
三
月
:
:
:
「
い
」

が
一
二
月
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。
日
記
に
は
、
こ
の
中
で
濁
音
を
持

つ
仮
名
に
は
そ
の
右
側
に
、
そ
し
て
、
濁
音
を
持
た
な
い
仮
名
に
は

そ
の
左
側
に
、
そ
れ
ぞ
れ

O
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
濁
音
を
持
つ
仮

名
は
大
の
月
を
、
持
た
な
い
仮
名
は
小
の
月
を
表
す
。
『
在
京
日
記
』

の
中
で
翌
年
の
月
の
大
小
の
数
え
方
を
書
き
留
め
て
い
る
の
は
、
宝

暦
六
年
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
年
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に

翌
年
の
月
の
大
小
の
数
え
方
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
月

の
大
小
の
数
え
方
は
、
年
末
恒
例
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
宣
長
の
周
囲
に
い
た
人
々
の
中
に
も
、
こ
う
し
た
月
の
大

小
の
数
え
方
を
創
案
、
工
夫
し
た
人
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
宣
長

は
当
時
、
耳
に
入
っ
た
い
く
つ
か
の
数
え
方
の
中
か
ら
気
に
入
っ
た

も
の
を
三
点
、
そ
の
日
記
に
書
き
留
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

2 

迎
春
準
備
と
削
掛
神
事

宝
暦
六
年
の
年
の
瀬
を
迎
え
た
心
境
を
、
官
一
長
は
『
在
京
日
記
』

の
一
二
月
末
の
条
に
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

廿
六
七
日
ご
ろ
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
諸
人
い
と
忙
し
う
し
て
騒
ぎ

侍
る
。
や
つ
が
れ
な
ど
は
、
さ
の
み
世
の
営
み
も
、
今
は
ま
た

な
か
る
べ
き
身
に
し
あ
れ
ど
、
境
界
に
つ
れ
て
風
塵
に
迷
ひ
、

こ
の
こ
ろ
は
、
書
籍
な
ん
ど
は
手
に
だ
に
と
ら
ぬ
が
ち
な
り
。

か
く
て
送
り
迎
ふ
る
営
み
の
み
に
あ
か
し
暮
す
ほ
ど
に
、
は
や

晦
日
に
な
り
ぬ
。

今
年
は
小
の
月
に
さ
へ
あ
り
て
、
一
日
少
な
し
。
常
は
何
と
も

思
ひ
た
ら
ぬ
一
日
も
、
こ
の
月
は
い
と
事
足
ら
ぬ
心
地
し
て
、

皆
人
い
と
ど
忙
し
う
し
侍
る
も
こ
と
は
り
也
。
今
日
は
い
づ
こ

も
い
づ
こ
も
、
冬
の
こ
と
し
は
て
て
、
来
る
春
を
迎
ふ
る
営
み

に
打
ち
か
か
り
侍
れ
ど
、
商
人
の
家
な
ど
は
な
を
/
¥
金
銀
の

こ
と
に
か
か
づ
ら
ひ
、
今
宵
は
い
も
ね
ず
、
足
を
空
に
惑
ひ
歩

き
侍
る
。
日
暮
る
れ
ば
、
灯
明
共
そ
こ
ら
灯
し
て
、
注
連
飾
り

な
ど
に
耀
き
、
鏡
餅
こ
と
ご
と
し
く
盛
り
並
べ
、
穂
長
、
譲
り

葉
な
ど
打
ち
敷
き
た
る
さ
ま
、
い
た
う
花
や
か
に
こ
と
た
ち
て

ム
ノ、
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第
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十
五
輯

あお
るか
もし
の。
をす
用べ
ひて
侍何
る8も
。く

と
祝
ひ
し
て

物
の
名
ま
で

寿

年
の
瀬
の
押
し
迫
っ
た
一
二
月
二
六
、
七
日
ご
ろ
に
な
る
と
、
人
々

の
生
活
も
慌
し
く
な
る
。
宣
長
は
こ
の
前
年
、
宝
暦
五
年
(
一
七
五

五
)
三
一
月
三
日
に
稚
髪
し
、
名
を
宣
長
、
号
を
春
庵
と
名
乗
り
、
医

者
と
な
っ
て
い
た
が
、
さ
す
が
に
こ
の
時
期
は
、
書
籍
な
ど
を
手
に

取
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
宣
長
は
早
く
も
晦
日
を
迎
え
た
。
宝
暦
六
年
一
二
月
は

小
の
月
で
あ
っ
た
の
で
、
普
段
の
一
二
月
よ
り
も
一
日
少
な
く
、
こ

の
日
、
三

O
日
で
一
年
が
終
わ
っ
た
。
普
段
な
ら
ば
何
と
も
思
わ
な

い
一
日
も
、
師
走
の
月
末
の
一
日
が
な
い
と
い
う
の
は
、
何
か
事
足

ら
な
い
気
が
し
て
、
周
囲
の
人
た
ち
が
た
い
へ
ん
忙
し
そ
う
に
し
て

い
る
の
も
尤
も
な
こ
と
で
あ
る
、
と
宣
長
は
記
し
て
い
る
。

晦
日
の
都
下
は
ど
こ
も
迎
春
準
備
に
忙
し
い
が
、
と
り
わ
け
商
家

で
は
掛
取
り
(
集
金
)
に
追
わ
れ
、
足
が
地
に
着
か
な
い
ほ
ど
多
忙

を
極
め
て
い
た
。
『
日
次
紀
事
』
の
一
二
月
二
九
日
の
人
事
の
項
に

は
「
上
は
公
武
両
家
よ
り
寺
社
及
び
四
民
に
至
る
ま
で
、
金
銀
米
銭

年
中
出
納
受
与
の
総
計
、
今
明
日
に
至
り
て
、
結
解
一
決
し
了
る
。

(
剖
)

俗
に
勘
定
算
用
と
称
す
。
」
と
あ
る
と
お
り
、
江
戸
時
代
の
京
都
で

ムノ、

は
公
家
、
武
家
、
寺
社
、
四
民
に
至
る
ま
で
、
一
年
間
の
金
銀
米
銭

の
出
納
が
一
二
月
末
日
で
決
済
さ
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
一
二
月
の

晦
日
(
大
晦
日
)
は
、
取
り
分
け
商
家
で
は
掛
取
り
(
集
金
)
に
追

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
宣
長
が
当
時
寄
宿
し
て
い
た
武
川
幸
順
宅

は
洛
中
、
四
条
室
町
の
南
側
、
鶏
鉾
町
。
こ
の
界
隈
は
、
大
名
の
京

屋
敷
が
多
く
、
ま
た
呉
服
商
な
ど
の
商
家
が
多
く
軒
を
並
べ
る
京
都

(
問
)

屈
指
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
で
も
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
宣
長
は
そ
の
寄
宿
先

の
界
隈
で
「
足
を
空
に
惑
ひ
歩
き
侍
る
」
商
人
た
ち
を
、
そ
の
目
で

実
際
に
見
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

『
在
京
日
記
』
に
は
、
日
が
暮
れ
る
と
、
四
条
室
町
界
隈
は
戸
ご

と
に
灯
明
な
ど
を
灯
し
、
そ
の
灯
り
が
注
連
飾
り
な
ど
に
反
射
し
て

耀
い
て
い
た
と
あ
る
。
『
日
次
紀
事
』
の
一
二
月
晦
日
の
人
事
の
項

に
「
凡
そ
こ
の
月
末
よ
り
今
夜
に
至
る
ま
で
、
三
条
通
並
び
に
室
町

烏
丸
等
の
通
衡
、
比
屋
戸
ご
と
に
灯
を
点
す
。
商
買
往
来
の
便
と
な

(
却
)

す
。
暁
に
至
り
て
止
む
。
」
と
あ
る
通
り
、
一
二
月
月
末
か
ら
晦
日

ま
で
、
三
条
通
並
び
に
室
町
・
烏
丸
通
は
、
商
人
た
ち
が
往
来
す
る

た
め
に
暁
の
頃
ま
で
点
灯
さ
れ
て
い
た
。
宣
長
が
『
在
京
日
記
』
に

記
し
た
「
灯
明
共
そ
こ
ら
灯
し
て
」
と
は
、
こ
の
灯
り
で
あ
っ
た
と

見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
灯
り
に
照
宮
り
さ
れ
て
耀
い
て
い

た
注
連
飾
り
(
注
連
縄
)
が
、
ど
の
よ
う
な
形
状
の
も
の
で
あ
っ
た



か
は
、
『
在
京
日
記
』
に
は
具
体
的
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
年

中
重
宝
記
』
巻
一
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

注
連
縄
ハ
天
照
太
神
天
の
岩
戸
を
出
給
ひ
し
と
き
、
中
臣
忌
部

の
両
神
し
り
く
め
縄
を
引
て
太
神
を
と
ど
め
奉
り
け
る
よ
り
始

れ
り
。
七
五
三
に
絢
ふ
ハ
天
道
ハ
十
五
数
に
な
る
の
義
也
。
左

縄
に
絢
ふ
は
天
ハ
左
旋
す
る
の
義
な
り
。
唐
に
も
元
日
に
注
連

(
町
)

縄
を
戸
上
に
か
く
る
事
也
。
こ
れ
を
葦
索
と
い
ふ
。

こ
れ
に
拠
る
と
、
元
禄
頃
の
京
都
の
注
連
縄
は
左
に
一
五
回
絢
わ

れ
た
も
の
で
、
戸
ご
と
に
軒
に
張
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
元
禄

期
か
ら
や
や
下
っ
た
宝
暦
期
の
注
連
飾
り
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

『
在
京
日
記
』
に
よ
る
と
、
晦
日
の
夕
刻
に
は
、
四
条
室
町
界
隈

の
家
々
で
は
鏡
餅
が
仰
々
し
く
盛
り
並
べ
、
そ
の
飾
り
と
し
て
穂
長

や
譲
り
葉
が
敷
か
れ
て
い
た
。
鏡
餅
に
つ
い
て
、
『
日
次
紀
事
』
の

一
二
月
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
載
る
。

こ
の
月
尾
、
良
賎
家
ご
と
に
餅
を
春
く
。
円
鏡
形
に
作
り
、
或

は
菱
菰
形
に
作
り
、
神
仏
に
供
ふ
。
又
宗
親
に
贈
る
。
是
、
俗

に
鏡
を
居
ゆ
る
と
調
ふ
。
其
の
円
に
し
て
大
な
る
者
を
鏡
と
謂

ふ
。
そ
の
形
の
相
似
た
る
を
以
っ
て
之
を
称
す
。
其
の
円
に
し

本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

て
小
な
る
者
を
小
戴
と
謂
ふ
。
鏡
餅
の
上
に
戴
く
の
義
な
り
。

(
阻
)

そ
の
形
の
相
似
た
る
を
以
っ
て
之
を
称
す
。

こ
の
記
事
に
従
う
な
ら
ば
、
江
戸
中
期
の
京
都
で
は
、
円
形
の
大

き
な
餅
を
鏡
餅
、
そ
の
小
さ
な
餅
を
小
戴
と
呼
ん
で
い
た
。
鏡
餅
の

飾
り
と
し
て
敷
か
れ
て
い
た
穂
長
は
ウ
ラ
ジ
ロ
科
の
常
緑
シ
ダ
で
、

一
般
に
は
裏
白
と
呼
称
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
譲
り
葉
は
ト

ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
常
緑
高
木
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
譲
り
葉
は
「
和

漢
三
才
図
会
』
(
正
徳
三
年
〔
一
七
一
三
〕
序
刊
)
第
八
四
「
潜
木

類
」
に
「
新
葉
既
に
生
じ
て
旧
葉
落
つ
。
父
子
相
譲
る
が
加
し
。
故

に
俗
に
呼
ん
で
譲
り
葉
と
日
ふ
。
都
郡
正
月
の
鏡
餅
及
び
門
戸
の
飾

{
四
)

り
に
用
ゆ
。
亦
、
相
続
の
義
を
取
る
」
と
あ
り
、
新
し
い
葉
が
成
長

す
る
と
古
い
葉
が
譲
っ
て
落
ち
る
こ
と
か
ら
、
父
子
相
続
を
連
想
さ

せ
る
の
で
、
正
月
の
鏡
餅
の
飾
り
物
に
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
穂
長
・
譲
り
葉
と
も
に
、
現
在
で
も
、
京
都
で
は
鏡
餅
の
飾
り

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
晦
日
の
夜
、
宣
長
は
祇
園
社
(
現
在
の
八
坂
神
社
)
に
参

詣
し
て
い
る
。
『
在
京
日
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

削
掛
け
と
て
、
祇
園
へ
人
び
と
詣
で
侍
る
。
予
も
参
り
け
る
。

今
宵
は
い
と
寒
き
夜
に
て
、
社
の
内
の
手
水
鉢
に
か
か
り
侍
る

ム
ノ、
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に
、
水
み
な
凍
り
て
、
露
ほ
ど
も
手
洗
ふ
水
な
し
。
み
な
人
む

な
し
う
し
て
、
手
洗
は
で
奔
し
侍
ら
ん
か
し
。
宝
殿
の
前
所
狭

う
、
神
人
め
く
も
の
、
木
綿
棒
か
け
な
ど
し
て
鈴
う
ち
振
り
、

放
へ
な
ど
い
ひ
て
、
人
の
銭
を
こ
い
侍
る
。
お
ひ
せ
ん
と
の
は

ら
ひ
な
ん
と
い
ひ
侍
る
。
裸
の
行
者
な
ど
も
ゐ
侍
る
。
西
門
を

出
れ
ば
、
石
段
の
下
よ
り
し
て
、
四
条
通
は
万
里
小
路
高
倉
あ

た
り
ま
で
も
、
両
側
道
の
辺
、
乞
食
出
ゐ
て
、
火
灯
し
、
座
を

し
め
て
、
行
き
交
ふ
人
に
銭
も
ら
ひ
侍
る
。
今
宵
削
掛
け
の
火

を
取
り
か
へ
て
、
明
朝
の
竃
の
火
に
焚
き
つ
け
侍
る
と
て
、
み

な
人
火
縄
な
ど
に
つ
け
て
帰
り
侍
る
。
四
条
通
は
い
と
に
ぎ
は

し
き
こ
と
也
。
又
変
は
り
し
こ
と
こ
そ
あ
れ
。
今
宵
祇
園
よ
り

四
条
通
を
過
る
問
、
道
行
く
人
か
た
み
に
行
き
違
ふ
人
を
見
て
、

故
な
く
の
り
あ
ひ
侍
る
こ
そ
珍
し
け
れ
。
宵
の
ほ
ど
は
さ
も
な

き
に
、
夜
更
く
る
ま
ま
に
、
い
と
ど
強
う
の
り
あ
ひ
侍
る
。
掛

取
り
な
ど
の
忙
は
し
か
る
べ
き
者
も
、
し
ば
し
立
ち
や
す
ら
ひ

て
、
悪
口
言
ひ
交
は
し
侍
る
。
い
と
お
か
し
。
今
宵
は
、
深
更

ま
で
祇
園
へ
詣
で
侍
る
。
更
け
て
後
、
削
掛
け
の
神
事
あ
り
と

ぞ。

祇
園
社
は
洛
束
、
四
条
通
の
東
端
に
あ
る
。
宣
長
が
寄
宿
し
て
い

六
四

た
武
川
幸
順
宅
が
あ
っ
た
四
条
室
町
の
南
側
、
鶏
鉾
町
は
祇
園
社
の

氏
子
地
域
。
武
川
家
か
ら
四
条
通
を
東
に
直
進
す
れ
ば
、
徒
歩
約
三

O
分
で
祇
聞
社
に
着
く
。

『
在
京
日
記
』
に
「
削
掛
け
」
と
あ
る
の
は
、
祇
園
社
の
削
掛
け

神
事
の
こ
と
。
こ
の
神
事
に
つ
い
て
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
二

(
天
明
七
年
〔
一
七
八
七
〕
刊
)
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

祇
園
削
掛
神
事
(
元
朝
寅
刻
な
り
。
社
説
に
臼
く
、
天
照
太
神

の
御
祭
事
と
か
や
)
毎
歳
除
夜
子
の
刻
の
頃
よ
り
社
参
の
諸
人

雑
言
を
恋
に
し
、
他
人
を
誹
誘
す
。
仮
令
そ
の
声
を
聞
き
、
そ

の
人
を
知
る
と
い
へ
ど
も
こ
れ
を
争
は
ず
、
こ
れ
を
恨
み
ず
。

邪
義
の
械
に
し
て
勧
善
懲
悪
の
意
な
ら
ん
か
。
そ
の
雑
言
に
勝

ち
た
る
方
、
迎
年
の
吉
兆
な
り
と
し
、
ま
た
参
詣
下
向
の
道
条

に
で
も
放
言
す
る
を
、
世
俗
謬
っ
て
こ
れ
を
削
掛
と
い
ふ
。
そ

も
そ
も
こ
の
神
事
は
丑
の
刻
ば
か
り
に
社
務
執
行
腰
輿
に
乗
り
、

社
司
前
駆
し
て
社
参
し
、
執
行
は
拝
殿
に
昇
り
、
神
前
に
黙
座

す
る
事
少
時
あ
り
て
、
経
呪
を
請
し
、
天
下
安
全
を
祈
る
。
東

西
の
欄
の
内
に
は
削
掛
の
木
を
左
右
に
建
て
置
く
。
お
の
お
の

六
屯
、
こ
れ
す
な
は
ち
十
二
月
の
数
に
表
す
。
同
時
に
こ
れ
を

燦
と
し
て
、
そ
の
畑
の
騨
き
向
ふ
方
を
見
て
、
今
年
五
穀
の
豊

凶
を
占
ふ
。
そ
の
后
、
社
司
新
た
に
井
水
を
汲
ん
で
、
削
掛
の



火
を
以
て
元
朝
の
神
供
を
調
ふ
。
こ
れ
新
年
の
水
火
を
改
む
る

の
義
な
り
。
参
詣
の
諸
人
も
、
ま
た
そ
の
火
を
携
へ
て
家
に
帰

り
、
元
朝
の
襲
を
煮
る
な
り
。

右
の
記
事
に
あ
る
通
り
、
削
掛
神
事
は
天
下
安
全
を
祈
祷
す
る
神

事
で
、
元

E
の
寅
の
刻
(
午
前
四
時
ご
ろ
)
に
始
ま
る
。
官
一
長
が

『
在
京
日
記
』
に
「
更
け
て
後
、
削
掛
け
の
神
事
あ
り
と
ぞ
。
」
と
記

し
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
神
事
で
は
拝
殿
の
東
西
に
各

六
屯
、
計
一
二
屯
の
浄
火
を
お
こ
し
、
社
殿
に
立
て
か
け
て
お
い
た

「
削
掛
」
の
木
に
そ
の
火
を
移
す
。
社
司
は
こ
の
削
掛
の
火
で
元
日
一

の
神
供
を
調
え
、
参
詣
者
も
そ
の
火
を
吉
兆
縄
に
移
し
て
も
ら
っ
て

家
に
持
ち
帰
り
、
こ
の
年
の
火
種
と
し
、
朝
食
の
雑
煮
な
ど
を
作
る

の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
神
事
を
お
け
ら
参
り
と
も
い
う
。

『
在
京
日
記
』
に
拠
る
と
、
宝
暦
六
年
一
二
月
三

O
日
の
京
都
は

た
い
へ
ん
な
冷
え
込
み
で
あ
っ
た
。
祇
園
社
に
参
詣
し
た
宣
長
は
境

内
の
手
水
鉢
の
水
で
手
を
清
め
よ
う
と
思
っ
た
が
、
手
水
鉢
の
水
が

す
べ
て
凍
っ
て
い
た
の
で
、
仕
方
な
く
彼
は
手
を
洗
わ
ず
に
参
拝
し

て
い
る
。
宝
殿
の
前
は
参
詣
者
で
混
雑
し
、
神
人
の
よ
う
な
人
が
木

綿
棒
を
か
け
、
鈴
を
う
ち
振
り
、
お
蹴
い
を
し
て
、
参
詣
者
に
金
銭

を
求
め
て
い
た
。
神
人
と
は
、
神
社
に
仕
え
て
神
事
や
警
備
・
雑
事

本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

に
従
事
し
た
下
級
の
神
職
の
こ
と
で
あ
る
。

参
拝
を
終
え
た
宣
長
は
、
祇
園
社
の
西
楼
門
の
石
段
を
降
り
て
、

そ
こ
か
ら
真
っ
直
ぐ
西
に
伸
び
る
四
条
通
に
出
た
。
『
在
京
日
記
』

に
拠
る
と
、
除
夜
の
四
条
通
は
万
里
小
路
(
柳
馬
場
通
)
、
高
倉
通

あ
た
り
ま
で
、
道
路
の
両
側
に
「
乞
食
」
が
座
を
占
め
て
、
行
き
交

う
人
々
か
ら
銭
を
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
を
、
祇
園
社
で
削

掛
の
火
を
吉
兆
縄
に
移
し
て
も
ら
っ
た
人
た
ち
が
行
き
交
い
、
四
条

通
は
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
在
京
日
記
』
に

「
変
は
り
し
こ
と
こ
そ
あ
れ
」
と
し
て
、
除
夜
(
晦
日
)
の
四
条
通

で
は
、
道
行
く
人
が
行
き
違
う
人
を
見
て
、
理
由
も
な
く
罵
り
合
う

様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
悪
口
罵
倒
は
、
宵
の
ほ
ど
は
そ
れ

ほ
ど
で
も
な
い
が
、
夜
が
更
け
る
に
つ
れ
て
激
し
く
な
り
、
掛
取
り

で
忙
し
い
は
ず
の
商
人
ま
で
も
、
し
ば
し
足
を
止
め
て
、
悪
口
を
言

い
合
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
宣
長
は
記
録
し
て
い
る
。
な
お
、
お
け
ら

参
り
の
悪
口
罵
倒
の
様
子
は
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
第
二
巻
掲
載
の

挿
絵
に
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
挿
絵
ー
と
し
て
掲
げ

て
お
く
。

宣
長
は
『
在
京
日
記
』
の
宝
暦
六
年
の
記
事
の
結
び
に
、
「
人
々

の
、
礼
服
に
て
歳
暮
の
礼
に
来
る
な
ど
、
は
や
正
月
め
き
て
い
さ
ま

し
。
東
脇
茶
屋
な
ど
に
遊
ぶ
人
は
、
今
宵
よ
り
日
が
=
り
し
て
行
き
侍

六
五
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みハ中ハ

る
。
す
べ
て
正
月
の
約
束
は
、
み
な
人
の
し
侍
る
こ
と
に
て
、
い
た

う
お
か
し
き
物
也
。
と
か
く
し
て
今
年
も
れ
れ
梨
て
に
け
回。」

と

お
し
て
い
る
。

除
伎
の
祇
闘
H
N
山
升
限
北
び
に
凶
条
辿
は
、
礼
服
を
活
て

「成
れ
の

礼
」
に
向
か
う
人
の
盗
が
見
ら
れ
、
引
く
も
正
月
め
い
て
い
た
。

「歳
れ
の
礼
」
と
は

『
H
次
紀
耶
』
の
時
日
の
引
に

「
以
賊
h
ひ
に

相
釘
す
。
H
ん
を
成
必
の
礼
と
一川
う
。
金
銀
、
衣
服
、
湖
沼
、
主
ひ
に

《包

附
答
の
印
刷
あ
り
。」

と
あ
る
通
り
、
今
年

一
年
間
、
お
世
話
に
な
っ

た
人
へ
金
銀
、
衣
服
、
刑
肴
な
ど
を
附
り
、
或
は
附
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
日
、
祇
凶
の
束
脇
茶
肢
で
遊
ぶ
人
は
、
今
筒
か

ら

「
日
が
ら
」
、
す
な
わ
ち
日
が
ら
約
束
を
し
て
遊
ぶ
。
日
が
ら
約

束
と
は
、
芸
者
な
ど
に
対
し
て
、
紋
日
に
買
い
切
り
に
す
る
と
い
う

約
束
を
前
以
て
し
て
お
く
こ
と
を
い
う
。
花
街
に
は
紋
日
|
l
五
節

句
を
は
じ
め
と
し
て
、
花
街
で
特
に
定
め
ら
れ
た
日
l
l
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
祇
凶
で
も
晦
日

(大
晦
日
)
、
元
H
一、
二
日、

三
日
は

紋
日
で
あ
っ
た
。
祇
闘
の
茶
昆
で
年
末
年
始
を
楽
し
む
人
は
、
旧
年

の
う
ち
に
日
が
ら
約
束
を
交
わ
す
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
旧
年
の
う

ち
に
新
年
正
月
の
約
束
を
す
る
こ
と
は
、
ん
且
長
を
合
め
て
却
も
が
す

る
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
う
し
た
約
束
事
を

「
い
た
う
お
か
し
」

と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
来
年
の
こ
と
を
い
う
と
鬼
が
笑
う
か
ら
で



あ
る
。

3 

新
春
の
京
都

明
け
て
宝
暦
七
年
(
一
七
五
七
)
の
元
日
寸
宣
長
が
起
床
し
て
外

の
景
色
を
見
遣
る
と
、
思
い
が
け
ず
、
一
面
の
雪
景
色
で
あ
っ
た
。

『
在
京
日
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

丁
丑
宝
暦
七
年
元
旦
、
朝
ま
だ
き
に
起
き
出
で
て
見
侍
れ
ば
、

思
ひ
が
け
ず
、
い
づ
こ
も
/
¥
真
白
に
雪
降
り
積
も
り
ぬ
。
冬

さ
へ
降
ら
さ
り
し
雪
の
、
か
く
年
明
け
て
降
り
積
も
り
ぬ
る
こ

と
な
れ
ば
、
い
と
珍
か
に
見
侍
る
。
今
朝
は
何
く
れ
と
祝
ひ
ご

と
侍
り
て
、
雑
煮
餅
祝
ひ
侍
る
。
昨
日
に
変
は
り
て
、
い
づ
れ

も
/
¥
あ
ら
た
ま
り
、
春
め
き
て
い
と
長
閑
や
か
な
り
や
。
さ

れ
ど
寒
け
さ
は
、
冬
に
も
ま
さ
り
て
、
今
朝
は
い
と
ど
さ
え
侍

る
。
人
々
年
始
の
礼
に
行
き
交
ふ
さ
ま
、
い
と
お
か
し
。
今
日

は
、
ひ
ね
も
す
雪
う
ち
散
り
風
激
し
く
、
降
り
み
降
ら
ず
み
、

神
無
月
比
の
空
に
雪
の
降
れ
ら
ん
や
う
也
。
や
つ
が
れ
も
、
こ

こ
か
し
こ
礼
に
罷
り
歩
き
侍
る
。

宣
長
が
寄
宿
し
て
い
た
武
川
家
の
元
日
一
の
食
事
は
、
雑
煮
で
あ
っ

本
居
宣
長
『
在
京
臼
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

た
。
こ
の
雑
煮
は
昨
夜
、
武
川
家
が
祇
園
社
の
削
掛
神
事
で
吉
兆
縄

に
頂
い
た
火
を
火
種
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
目
、
官
一

長
が
武
川
家
で
食
し
た
雑
煮
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は

『
在
京
日
記
』
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
江
戸
中
期
の

京
都
・
上
方
の
年
中
行
事
を
記
し
た
文
献
か
ら
、
こ
の
日
、
宣
長
が

食
し
た
雑
煮
を
類
推
し
て
み
た
い
。

ま
ず
は
『
日
次
紀
事
』
正
月
元
日
一
の
人
事
に
は
「
雑
煮
。
今
朝
、

良
賎
雑
煮
を
食
ふ
。
又
、
雑
煮
並
び
に
飯
汁
を
小
土
器
に
盛
り
て
、

神
仏
に
供
す
。
又
、
竃
並
び
に
井
を
祭
る
。
凡
そ
今
日
良
賎
調
味
多

く
は
蜘
魚
、
鯨
魚
、
鰯
魚
、
数
子
、
整
海
鼠
、
串
石
決
明
、
並
び
に

牛
芳
、
大
根
等
を
用
ゆ
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
拠
る
と
、
延
宝
頃
の

京
都
の
雑
煮
は
、
ブ
リ
、
ク
ジ
ラ
、
イ
ワ
シ
、
数
の
子
、
い
り
こ
、

ア
ワ
ビ
な
ど
の
魚
介
類
と
牛
芽
や
大
根
な
ど
の
野
菜
を
い
っ
し
ょ
に

煮
た
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
元
禄
期
の
京
都
の
風
俗
を
記
し
た
『
年
中
重
宝
記
』
に
は
、

雑
煮
と
て
餅
を
煮
て
今
朝
食
ふ
事
。
歯
固
の
餅
を
煮
て
食
ふ
な

る
べ
し
。
又
餅
を
鏡
の
形
に
つ
く
り
て
鏡
餅
と
な
づ
け
て
、
今

朝
神
前
に
供
ゆ
る
は
、
神
鏡
を
岩
戸
の
前
に
か
け
て
神
楽
を
奏

し
、
天
照
太
神
を
な
ぐ
さ
め
奉
り
た
る
た
め
し
を
ま
な
び
た
る

な
る
。
そ
の
鏡
餅
を
煮
て
万
民
拝
賞
し
た
る
事
例
と
な
り
、
こ

六
七
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れ
を
後
の
世
に
雑
煮
と
名
付
け
た
り
。

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
餅
以
外
の
食
材
が
記
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
『
恵
美
須
草
』
上
巻
「
雑
煮
の
事
」
を
見
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

元
日
一
、
国
中
と
も
に
上
天
子
下
万
民
に
至
る
ま
で
雑
煮
を
喰
ふ

事
、
神
代
の
余
風
な
り
と
し
る
べ
し
。
神
代
に
は
人
の
心
質
素

に
し
て
、
唯
正
直
の
勤
を
守
て
奪
心
か
つ
て
な
し
。
唯
何
に
で

も
食
事
に
成
べ
き
程
の
物
を
、
切
込
煮
て
喰
ひ
し
事
な
り
。
故

に
、
雑
煮
と
い
ふ
。
雑
は
く
さ
ぐ
さ
な
り
。
草
々
を
煮
た
る
事

な
り
。
そ
の
余
風
を
す
る
事
な
れ
ば
、
今
、
様
々
の
物
を
入
れ

て
煮
る
な
り
。
ま
ず
大
根
、
餅
、
昆
布
、
串
貝
、
い
り
こ
の
類
、

家
々
の
風
儀
に
よ
っ
て
入
る
な
り
。
神
代
の
雑
煮
よ
り
甚
だ
う

ま
ひ
事
な
り
。

こ
の
記
事
に
拠
る
と
、
延
享
・
宝
暦
頃
の
摂
津
(
上
方
)
で
は
、

雑
煮
の
材
料
と
し
て
大
根
、
餅
、
見
布
、
串
貝
、
い
り
こ
の
類
を
用

い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
雑
煮
は
、
近
藤
龍
翁
が
記
す
と

お
り
、
「
家
々
の
風
儀
に
よ
っ
て
入
る
」
も
の
が
異
な
っ
て
然
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
宝
暦
七
年
の
元
旦
に
宣
長
が
武
川
家
で

R
-
一，，，，，

食
し
た
雑
煮
も
、
武
川
家
の
「
風
儀
」
に
従
っ
た
食
材
が
用
い
ら
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
「
家
々
の
風
儀
」
と
い

う
個
別
的
な
問
題
を
離
れ
て
、
宝
暦
期
の
京
都
(
上
方
)
の
雑
煮
と

い
う
視
点
で
見
る
と
、
そ
れ
は
「
恵
美
須
草
』
に
記
さ
れ
た
よ
う
な

食
材
を
用
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
、
と
推
測
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
『
守
貞
謹
稿
』
二
六
巻
「
春
時
」
に
は
「
今
世
、

京
師
の
雑
煮
、
戸
主
の
料
に
は
必
ず
芋
魁
を
加
ふ
と
云
へ
り
。
」
と

あ
る
。
こ
れ
に
拠
る
と
、
江
戸
末
期
の
京
都
で
は
、
戸
主
の
雑
煮
に

は
頭
芋
を
い
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
宝
暦
七
年
の
元
日
は
風
も
強
く
吹
き
、
一
日
中
雪
が
降
し

り
き
る
悪
天
候
で
あ
っ
た
が
、
官
一
長
は
「
こ
こ
か
し
こ
礼
に
罷
り
歩
」

い
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
年
礼
廻
り
、
或
は
年
始
廻
り
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
日
ご
ろ
懇
意
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
家
々
を
訪
れ

て
、
年
賀
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
宣
長
は
『
在
京
日
記
』
に
そ
の

訪
問
先
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
彼
の
儒
学
の
師
で
あ
る
堀
景
山
宅

(
綾
小
路
室
町
西
入
る
)
を
は
じ
め
、
官
一
長
の
母
方
の
親
戚
に
連
な

る
村
田
伊
兵
衛
宅
(
柳
の
馬
場
三
条
の
北
町
)
な
ど
を
訪
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

翌
二
日
、
三
日
は
、
美
し
く
着
飾
っ
た
年
礼
廻
り
の
人
で
四
条
室

町
界
隈
は
賑
わ
っ
て
い
た
。
『
在
京
日
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記



さ
れ
て
い
る
。

一
一
日
、
三
日
、
三
箇
日
な
と
い
ふ
も
お
か
し
。
此
比
礼
者
い
と

お
ぼ
し
。
お
の
が
し
し
清
ら
を
つ
く
し
て
歩
き
侍
る
。
年
玉
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
に
配
り
た
る
。
俳
諾
す
る
者
は
、
す
り
物
と
か
い

ひ
て
、
お
か
し
き
さ
ま
に
、
珍
し
う
物
の
絵
や
う
な
ど
書
き
、

色
と
り
た
る
を
摺
り
侍
り
て
、
両
節
の
句
ど
も
を
配
り
侍
る
。

右
の
記
事
に
あ
る
「
年
玉
」
は
、
年
賀
の
進
物
の
こ
と
。
「
年
玉
」

に
つ
い
て
『
日
次
紀
事
』
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

此
の
月
、
士
農
工
商
及
び
僧
都
神
宮
、
各
費
を
執
り
、
互
ひ
に

相
賀
す
。
凡
そ
新
年
互
ひ
に
贈
答
の
物
、
惣
じ
て
年
玉
と
調
ふ
。

凡
そ
諸
商
と
常
に
其
の
物
を
売
る
所
の
家
、
是
を
得
意
方
と
謂

ふ
。
新
年
必
ず
年
玉
を
執
り
、
其
の
家
に
行
き
、
新
年
を
賀
す
。

凡
そ
大
人
小
児
の
医
、
外
科
、
眼
科
、
針
医
、
各
費
を
執
り
、

平
生
薬
を
施
す
所
の
家
に
行
き
、
新
正
を
祝
す
。
医
家
多
く
は

延
齢
丹
、
丁
子
園
、
万
病
解
毒
園
、
保
童
園
、
万
応
膏
、
太
乙

膏
の
類
、
費
と
為
す
。
諸
民
に
至
り
て
は
、
各
作
業
の
物
相
贈

る
。
高
貴
の
如
き
は
太
万
、
馬
代
、
時
服
等
贈
答
の
物
、
枚
挙

に
及
ば
ず
。

本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

こ
の
記
事
に
拠
る
と
、
当
時
の
医
師
は
、
日
ご
ろ
診
察
し
て
い
る

患
者
の
家
を
訪
れ
て
年
賀
を
述
べ
、
年
玉
と
し
て
延
齢
丹
、
丁
子
園
、

万
病
解
毒
園
、
保
章
園
、
万
応
膏
、
太
乙
膏
な
ど
の
薬
を
贈
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
宣
長
の
医
術
の
師
で
あ
る
武
川
幸
順
も
彼
が
日
ご
ろ
診

察
し
て
い
る
主
な
家
々
に
、
そ
れ
相
応
の
薬
を
年
玉
と
し
て
贈
っ
て

い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
宣
長
は
こ
の
二
年
前
の
宝
暦
五

年
(
一
七
五
五
)
三
月
に
す
で
に
医
師
と
な
っ
て
い
た
が
、
未
だ
幸

順
の
内
弟
子
で
も
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
常
識
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、

彼
は
幸
順
の
指
導
の
も
と
で
患
者
の
診
察
を
担
当
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
彼
が
担
当
し
た
患
者
の
家
を
訪
れ
て
年
玉
を
贈
る
こ
と
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
正
月
三
箇
日
の
頃
、
俳
請
を
す
る
人
が
「
す
り
物
」
と
呼

ば
れ
る
一
枚
摺
を
配
っ
て
い
た
こ
と
が
『
在
京
日
記
』
に
記
さ
れ
て

い
る
。
宣
長
が
見
た
一
枚
摺
は
「
両
節
の
句
」
に
彩
色
の
絵
を
添
え

た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
両
節
の
句
」
と
は
歳
暮
と
歳
旦
の
両
節
吟
の

こ
と
。
す
な
わ
ち
、
宣
長
が
見
た
「
す
り
物
」
は
歳
旦
吟
だ
け
を
摺
っ

た
歳
E
一
枚
摺
で
は
な
く
、
歳
暮
と
歳
E
の
両
節
吟
を
摺
っ
た
両
節

一
枚
摺
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
月
四
日
の
夜
、
宣
長
は
和
歌
の
師
で
あ
る
有
賀
長
川
宅
を
訪
れ

て
い
る
。
『
在
京
日
記
』
に
は
「
四
日
の
夜
は
、
有
賀
氏
の
題
き
は

六
九
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め
、
尊
像
の
鏡
開
き
と
て
、
皆
う
ち
寄
り
侍
る
。
十
二
月
の
題
と
も
、

今
宵
み
な
み
な
d

評
し
て
定
め
侍
る
也
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

夜
は
長
川
門
下
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
ま
ず
柿
本
人
麻
呂
の
絵
像

の
「
鏡
開
き
」
が
行
わ
れ
、
次
い
で
今
年
一
年
間
の
月
次
の
会
の
題

が
決
め
ら
れ
た
。

翌
五
日
の
条
に
は
「
五
日
、
今
日
ま
で
を
五
箇
日
と
い
ひ
侍
る
也
。
」

と
あ
る
。
こ
の
五
箇
日
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
、
『
日
次
紀
事
』
と

『
年
中
重
宝
記
』
に
は
そ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
恵
美
須

草
』
中
巻
「
五
ケ
日
と
祝
ふ
事
」
に
「
五
ケ
日
と
五
つ
の
数
を
尊
祝

す
る
事
は
、
天
地
人
共
に
五
行
の
運
び
に
よ
っ
て
、
生
々
す
る
と
。

天
の
五
行
と
、
水
火
木
金
土
の
徳
、
是
な
り
。
地
の
五
行
と
は
、
初

夏
秋
冬
土
用
の
運
行
、
是
な
り
。
人
に
有
て
は
五
臓
と
い
ふ
。
人
は

天
地
の
五
行
を
請
け
て
五
臓
全
し
。
天
地
人
と
も
に
五
つ
の
数
よ
り

成
る
。
是
を
以
て
、
そ
の
数
の
五
ケ
日
な
れ
ば
尊
む
ぞ
。
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
『
恵
美
須
草
』
の
こ
の
記
事
は
、
五
行
説
に
基
づ
い

て
五
筒
日
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
恵
美
須
草
』
の
著
者
、
近

藤
龍
翁
は
摂
津
国
森
ノ
宮
神
社
の
神
主
で
、
卜
部
流
神
道
を
唱
え
た

人
で
あ
る
。
五
箇
日
を
祝
う
こ
と
が
、
当
時
の
京
都
で
ど
れ
だ
け
一

般
的
で
あ
っ
た
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
私
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
少

な
く
と
も
彼
が
寄
宿
し
て
い
た
四
条
室
町
界
隈
と
い
う
地
域
、
或
は

七
O 

京
都
滞
在
中
の
宣
長
の
周
辺
に
い
た
人
物
の
中
に
、
五
箇
日
を
祝
う

こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

六
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
穏
や
か
な
一
日
で
あ
っ
た
。
宣
長
は

そ
の
日
記
に
「
六
日
、
今
日
は
、
い
と
空
の
景
色
も
う
ら
ら
か
に
て
、

霞
も
立
ち
ぬ
べ
き
さ
ま
也
。
」
と
記
し
て
い
る
。

翌
七
日
と
八
日
は
、
『
在
京
日
記
』
に
記
事
は
な
い
。

九
日
、
宣
長
は
祇
園
社
に
参
詣
し
た
後
、
引
き
続
い
て
安
井
の
金

比
羅
に
参
拝
し
て
い
る
。
『
在
京
日
記
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。九日
、

い
と
寒
け
し
。
今
日
な
ん
祇
園
へ
詣
で
侍
る
。
い
と
寒

き
日
に
て
、
詣
づ
る
人
も
少
な
く
寂
し
き
ゃ
う
な
れ
ど
、
さ
す

が
に
こ
の
御
社
は
人
絶
え
ず
、
能
な
ど
も
侍
る
。
物
真
似
ゃ
う

の
者
も
侍
り
け
る
。

九
日
、
十
日
は
安
井
の
金
比
羅
へ
人
参
り
侍
る
な
れ
ば
、
参
ら

ば
や
と
て
詣
で
け
る
に
、
さ
の
み
に
ぎ
は
し
か
ら
ず
。
茶
屈
に

や
す
ら
ひ
て
、
女
に
問
ひ
侍
れ
ば
、
十
日
は
に
ぎ
は
し
き
よ
し

と
い
ふ
。
抑
こ
の
金
比
羅
の
社
は
、
近
年
い
た
く
人
の
信
じ
奉

る
こ
と
、
檀
王
の
主
夜
神
の
如
く
也
。
こ
と
に
青
楼
娼
妓
の
類

の
、
と
り
わ
き
信
仰
し
て
、
う
か
れ
め
あ
ま
た
参
り
侍
る
也
。

い
つ
も
よ
き
見
も
の
な
る
に
、
今
日
は
ひ
と
り
も
見
侍
ら
ず
。



索
、
き
ゆ
え
に
や
。
明
日
参
ら
で
口
惜
し
と
思
ふ
も
、
神
に
勿
体

無
き
こ
と
な
ら
し
。
そ
れ
よ
り
二
間
茶
屋
に
立
ち
寄
り
て
、
物

食
ひ
酒
飲
み
て
、
日
暮
れ
に
帰
り
ぬ
。

こ
の
日
は
再
び
寒
さ
が
戻
っ
た
が
、
さ
す
が
に
祇
園
社
は
参
詣
者

が
あ
っ
て
、
境
内
で
は
能
が
奉
納
さ
れ
、
物
真
似
を
す
る
芸
人
の
姿

も
見
ら
れ
た
。

祇
園
社
を
後
に
し
た
宣
長
は
、
今
日
が
九
日
で
あ
る
こ
と
を
思
い

出
し
た
の
で
、
祇
園
祉
の
南
西
に
あ
る
安
井
の
金
比
緩
に
向
か
っ
た
。

安
井
の
金
比
羅
は
正
し
く
は
安
井
観
勝
寺
と
い
う
。
本
尊
は
准
眠
観

世
音
菩
薩
で
あ
る
が
、
そ
の
本
殿
に
崇
徳
天
皇
、
金
比
羅
大
権
現
、

源
頼
政
を
杷
る
こ
と
か
ら
都
下
で
は
「
安
井
の
金
比
羅
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
祇
園
社
の
西
楼
門
か
ら
安
井
の
金
比
羅
ま
で
は
、
徒
歩
で

一
O
分
ほ
ど
の
距
離
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
安
井
の
金
比
羅
で
は
毎

月
十
日
に
金
比
羅
の
縁
日
が
聞
か
れ
て
、
大
勢
の
参
詣
者
で
賑
わ
っ

て
い
た
。
『
在
京
日
記
』
に
も
「
九
日
、
十
日
は
安
井
の
金
比
羅
へ

人
参
り
侍
る
な
れ
ば
」
「
茶
店
に
や
す
ら
ひ
て
、
女
に
問
ひ
侍
れ
ば
、

十
日
は
に
ぎ
は
し
き
よ
し
と
い
ふ
」
と
あ
り
、
ま
た
、
江
戸
末
期
に

刊
行
さ
れ
た
『
花
洛
名
勝
図
会
』
巻
三
(
元
治
元
年
〔
一
八
六
四
〕

刊
)
の
安
井
観
勝
寺
の
項
に
も
「
都
下
の
参
詣
者
常
に
間
断
な
く
、

本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

別
て
毎
月
十
日
に
は
昼
夜
を
い
は
ず
、
遠
近
歩
み
を
運
び
祈
願
を
掛

く
(
境
内
門
前
に
は
種
々
の
商
人
群
出
し
て
、
大
声
に
売
り
龍
ぎ
て

そ
の
賑
ひ
い
ふ
ば
か
り
な
く
、
い
は
ゆ
る
平
安
法
会
夜
参
の
巨
掌
た

る
も
の
な
り
)
」
と
、
そ
の
賑
わ
い
ぶ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
在
京
日
記
』
に
拠
る
と
、
安
井
の
金
比
羅
は
、
と
り
わ
け
花
街

で
働
く
女
性
た
ち
か
ら
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
在
京
日
記
』
に
は
「
抑
こ
の
金
比
羅
の
社
は
、
近
年
い
た
く
人
の

信
じ
奉
る
こ
と
、
積
王
の
主
夜
神
の
加
く
也
。
こ
と
に
青
楼
娼
妓
の

類
の
、
と
り
わ
き
信
仰
し
て
、
う
か
れ
め
あ
ま
た
参
り
侍
る
也
。
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宣
長
は
今
日
が
九
日
で
、
正
月
十

日
の
初
金
比
羅
の
前
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
井
の
金
比
羅
に
、
美

し
く
着
飾
っ
た
花
街
の
女
性
た
ち
が
多
く
参
詣
す
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
、
こ
こ
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
期
待
に
反
し
て
、
寒
さ
の

た
め
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
日
の
安
井
の
金
比
羅
に
は
、
花
街
の
女
性

と
思
し
き
人
は
一
人
も
参
詣
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ

の
こ
と
を
「
い
つ
も
よ
き
見
も
の
な
る
に
、
今
日
は
ひ
と
り
も
見
侍

ら
ず
。
索
、
き
ゆ
え
に
や
。
明
日
参
ら
で
口
惜
し
と
思
ふ
も
、
神
に
勿

体
無
き
こ
と
な
ら
し
。
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。
二
八
歳
の
青
年
の

正
直
な
感
想
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、
宣
長
は
再
び
祇
園
社
に
向
か
い
、

そ
の
社
頭
の
南
、
大
鳥
居
の
内
に
あ
る
二
軒
茶
屋
に
立
ち
寄
り
、
そ

七



園
文
撃
論
叢

第
五
十
五
輯

こ
で
飲
食
し
て
、
日
暮
れ
に
帰
宅
し
て
い
る
。

安
井
の
金
比
羅
に
参
詣
し
た
記
事
の
直
後
に
、
宣
一
長
は
一
月
一

O

日
ご
ろ
の
京
都
の
様
子
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。

こ
の
比
は
や
や
春
め
き
て
、
空
の
景
色
も
い
と
の
ど
や
か
な
り
。

大
黒
舞
、
春
駒
な
ど
の
来
る
も
、
い
と
は
な
や
か
な
り
。
春
駒

と
て
、
珍
か
な
る
出
立
に
て
、
三
線
太
鼓
嘱
し
た
て
、
目
出
た

や
目
出
た
や
と
打
ち
出
て
、
歌
ひ
踊
り
来
る
な
ど
、
い
と
春
め

{
岨
)

か
し
。

こ
こ
に
い
う
「
大
黒
舞
」
は
門
付
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
が
、
宝
暦

七
年
正
月
に
宣
長
が
見
た
大
黒
舞
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

は
、
『
在
京
日
記
』
に
は
具
体
的
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

『
日
次
紀
事
』
と
『
年
中
重
宝
記
』
に
も
大
黒
舞
は
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。
た
だ
『
恵
美
須
草
』
巻
中
「
大
黒
舞
と
云
者
来
る
事
」
に
、

次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

大
黒
舞
と
て
、
大
黒
の
面
を
着
て
、
袋
を
か
た
げ
、
手
に
槌
を

持
ち
、
大
黒
舞
を
見
さ
い
な
見
さ
い
な
と
云
て
来
る
者
有
て
、

家
々
に
て
米
を
も
ら
ひ
渡
世
す
る
者
あ
り
。
大
黒
と
い
ふ
は
、

吾
国
大
己
責
命
な
り
。
(
中
略
)
則
、
素
蓋
鳴
尊
の
御
子
に
て
、

天
照
太
神
の
御
甥
な
り
。
日
本
国
造
に
て
、
地
主
の
神
な
れ
ば
、

七

此
神
の
年
の
始
め
に
家
の
内
に
入
ら
せ
た
ま
ふ
は
吉
事
な
り
と

て
、
是
を
尊
祝
て
か
く
す
る
事
な
り
。
し
か
る
を
、
当
時
大
黒

舞
と
い
ふ
は
、
紅
の
長
頭
巾
を
か
づ
き
、
美
な
る
鉢
を
し
て
、

さ
み
せ
ん
・
小
弓
な
ど
に
て
面
白
く
う
た
を
語
り
来
る
。
こ
れ

を
大
黒
舞
と
い
ふ
が
、
今
二
十
年
過
ぎ
て
後
、
是
を
あ
や
し
む

も
の
有
べ
し
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
む
か
し
の
大
黒
舞
を
見
覚

へ
た
る
者
、
み
な
み
な
死
去
て
後
の
人
、
今
様
の
大
黒
舞
を
見

て
、
さ
み
せ
ん
・
こ
き
う
を
持
し
者
を
大
黒
舞
と
は
、
な
に
ゆ

へ
か
い
ふ
と
あ
や
し
む
べ
し
。
そ
の
時
こ
そ
、
古
実
を
知
る
も

の
な
け
れ
ば
、
み
な
み
な
さ
あ
れ
ば
の
と
い
ふ
べ
し
。

こ
の
記
事
に
拠
る
と
、
上
方
の
大
黒
舞
は
、
嘗
て
は
大
黒
天
の
面

を
付
け
、
袋
を
担
ぎ
、
手
に
槌
を
持
っ
て
、
「
大
黒
舞
を
見
さ
い
な
、

見
さ
い
な
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
延
享
か
ら
宝
暦
頃
に
な
る
と
、
紅

色
の
長
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
締
麗
な
身
な
り
を
し
て
三
味
線
や
胡
弓
な

ど
の
楽
器
の
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
、
面
白
い
歌
を
歌
う
よ
う
に
変
化
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宣
長
が
見
た
大
黒
舞
は
、
お
そ
ら
く
『
恵
美

須
草
』
が
記
す
「
今
様
の
大
黒
舞
」
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
『
守
員
謹
稿
』
巻
七
「
雑
業
」

に
は
「
大
黒
舞
。
大
坂
は
今
も
こ
れ
あ
り
。
江
戸
は
こ
れ
な
し
。
こ



れ
ま
た
三
都
と
も
に
昔
は
あ
り
て
、
今
世
、
節
季
候
江
戸
に
残
り
、

大
黒
舞
大
坂
に
存
せ
り
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
拠
る
と
、
江
戸
末
期

に
至
る
と
、
大
黒
舞
は
大
坂
で
の
み
見
ら
れ
、
京
都
や
江
戸
で
は
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

大
黒
舞
と
並
ん
で
『
在
京
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
春
駒
」
も
、

門
付
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
。
『
在
京
日
記
』
に
は
、
珍
妙
な
衣
装
を

着
た
人
が
三
味
線
や
太
鼓
で
嘱
し
立
て
、
「
目
出
た
や
、
目
出
た
や
」

と
歌
い
踊
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
恵
美
須

草
』
中
巻
「
春
駒
と
云
者
来
る
事
」
は
、
春
駒
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
る
。

春
駒
と
て
、
小
さ
き
馬
の
頭
を
造
り
、
頭
に
か
ぶ
り
来
り
、

『
春
の
始
め
の
春
駒
な
ん
ど
夢
に
見
て
さ
へ
良
い
と
や
申
す
、

こ
が
ひ
に
と
り
て
は
美
濃
国
に
は
、
:
:
:
』
な
ど
歌
ひ
来
る
。

此
文
旬
、
似
合
ぬ
文
句
な
り
。
こ
れ
は
後
世
事
を
取
り
失
ひ
、

ま
ぎ
事
り
し
た
る
な
る
べ
し
。
是
春
駒
の
文
句
に
あ
ら
ず
。
こ
れ

は
蚕
の
事
に
て
、
美
濃
国
蚕
の
よ
く
育
つ
固
な
る
に
よ
っ
て
、

か
く
云
事
と
云
し
も
の
あ
り
し
が
、
さ
も
あ
る
べ
し
。
此
語
は

予
も
知
ら
ず
。
春
は
少
陽
の
気
な
り
。
馬
ま
た
陽
獣
な
れ
ば
、

同
気
を
も
っ
て
祝
ひ
け
る
か
。
禁
中
に
も
白
馬
の
節
会
と
て
、

年
の
は
じ
め
に
白
馬
を
見
給
ふ
事
有
。
ゆ
へ
に
、
民
家
に
も
こ

本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

れ
を
も
ち
ゐ
る
事
と
知
る
べ
し
。

こ
の
説
明
に
拠
る
と
、
江
戸
中
期
の
上
方
で
見
ら
れ
た
春
駒
は
、

小
さ
な
馬
の
頭
を
作
り
、
そ
れ
を
頭
に
か
ぶ
り
、
「
春
の
始
め
の
春

駒
な
ん
ど
夢
に
見
て
さ
へ
良
い
と
や
申
す
、
こ
が
ひ
に
と
り
て
は
美

濃
国
に
は
」
と
歌
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
在
京
日
記
』
に
あ
る

「
珍
か
な
る
出
立
」
と
は
、
お
そ
ら
く
『
恵
美
須
草
』
の
「
小
さ
き

馬
の
頭
を
造
り
、
頭
に
か
ぶ
り
来
り
」
の
如
し
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
春
駒
の
歌
調
は
『
在
京
日
記
』
と
『
恵
美
須
草
』
で

は
相
違
し
て
い
る
。
な
お
近
藤
龍
翁
は
そ
の
著
『
恵
美
須
草
』
に
記

録
し
た
春
駒
の
歌
詞
が
、
本
来
の
春
駒
の
歌
詞
で
は
な
く
、
い
つ
の

噴
か
ら
か
他
の
歌
詞
が
紛
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
宣
長
は
都
下
の
戸
々
で
歌
い
踊
る
春
駒
を
見
て
、

そ
れ
を
「
い
と
春
め
か
し
」
と
記
し
て
い
る
。
京
都
で
の
六
度
目
の

春
を
迎
え
た
宣
長
の
眼
に
、
春
駒
は
新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
映
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

注
(
1
)

『
京
都
の
歴
史
』
一

O
巻
第
四
章
第
二
節
「
京
の
生
活
と
習
俗
」

(
林
屋
辰
三
郎
氏
担
当
執
筆
、
学
芸
書
林
、
昭
和
四
八
年
刊
)
。
年
中

ー七
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行
事
と
し
て
漆
器
業
「
象
彦
」
こ
と
西
村
彦
兵
衛
家
の
「
歳
中
行
事

記
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

(
2
)

同
右
、
三
四
0
1三
四
一
頁
。

(
3
)

『
本
居
宣
長
会
集
』
一
六
巻
九

O
頁
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
九
年
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(
4
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『
新
修
京
都
叢
書
』
四
巻
四
七
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頁
、
臨
川
書
底
、
昭
和
四
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年

刊。

(
5
)

『
本
居
宣
長
全
集
』
二
ハ
巻
九
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一
頁
。

(6)

『
新
修
京
都
叢
書
』
四
巻
四
九
八
頁
。

(7)

同
右
。

(8)

『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
二
三
巻
一
七
六
頁
、
三
一
書
房
、

昭
和
五
六
年
刊
。

(
9
)

同
右
、
二
四
五
頁
。

(
叩
)
『
近
世
風
俗
志
(
守
貞
護
稿
)
』
四
巻
二
六
四
頁
、
岩
波
書
底
。

(
日
)
『
新
修
京
都
叢
書
』
四
巻
四
九
七
頁
。

(
ロ
)
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
二
三
巻
一
七
五
頁
。

(
臼
)
『
新
修
京
都
議
書
』
四
巻
四
九
六
頁
。

(
U
)

『
本
居
宣
長
全
集
』
一
ム
ハ
巻
九
一

1
九
二
頁
。

(
お
)
同
右
、
巻
九

O
頁。

(
時
)
悶
右
、
一
五
巻
二
三
五
頁
、
昭
和
四
四
年
刊
。

(
口
)
『
京
都
の
歴
史
』
六
巻
四
五

i
四
六
頁
、
学
芸
書
林
、

年
刊
参
照
。

(
凶
)
『
本
居
宣
長
全
集
』

(
m
w
)

同
右
、
八
一
頁
。

一
占
ハ
巻
六
四
頁
。

昭
和
五
一

七
回

(
却
)
同
右
、
八
六
頁
。

(
幻
)
同
右
、
九
二
頁
。

(
忽
)
悶
右
、
一
五
巻
二
三
三
1
二
三
四
頁
。

(
泊
)
同
右
、
一
六
巻
九
二

S
九
三
頁
。

(
担
)
『
新
修
京
都
叢
書
』
四
巻
四
八
七
頁
。

(
お
)
臓
吹
覚
「
本
居
宣
長
の
京
都
遊
学
|
宝
暦
期
の
京
都
の
文
化
社

会
|
」
(
『
国
文
学
論
叢
』
第
四
九
輯
、
平
成
一
六
年
二
月
刊
)
参
照
。

(
お
)
『
新
修
京
都
叢
書
』
四
巻
四
八
九
頁
。

(
幻
)
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
二
三
巻
一
五
三
頁
。

(
お
)
『
新
修
京
都
叢
書
』
四
巻
四
九
六
頁
。

(
m
m
)

寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』
下
巻
一
二

O
九
頁
、
東
京
美
術
、

昭
和
五
八
年
六
月
刊
。

(
初
)
『
本
居
宣
長
全
集
』
二
ハ
巻
九
三
頁
。

(
出
)
竹
村
俊
則
編
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
八
巻
二
四
八
頁
、
角
川
書

底
、
昭
和
五
六
年
六
月
刊
。

(
鉛
)
蝿
押
絵

1
に
つ
い
て
は
、
宗
政
五
十
緒
・
西
野
由
紀
『
京
都
名
所
図

会
』
八
八

1
九
三
頁
(
小
学
館
、
平
成
九
年
五
月
刊
)
に
詳
し
い
解

説
が
あ
る
。

(
お
)
『
本
居
宣
長
全
集
』
一
六
巻
九
三
1
九
四
頁
。

(
制
)
『
新
修
京
都
叢
書
』
第
四
巻
四
八
七
頁
。

(
お
)
『
本
居
宣
長
全
集
』
一
ム
ハ
巻
九
四
頁
。

(
お
)
『
新
修
京
都
叢
書
』
四
巻
一
九
i
二
O
頁。

(
幻
)
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
二
三
巻
一
五
二
頁
。

(
お
)
悶
右
、
一
一
一
一
一
頁
。



(
鈎
)

(
必
)

(
制
)

(
必
)

(

川

町

)

(
伺
)

(
必
)

『
近
世
風
俗
志
(
守
貞
護
稿
)
』
四
巻
一
四
九
頁
。

『
本
居
宣
長
全
集
』
二
ハ
巻
九
四
頁
。

『
新
修
京
都
叢
書
』
四
巻
七
四
i
七
五
頁
。

『
本
居
宣
長
全
集
』
一
六
巻
九
四
頁
。

同
右
。
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
二
三
巻
二
一
ム
ハ
頁
。

『
本
居
宣
長
全
集
』
一
六
巻
九
四
頁
。

本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
に
見
る
宝
暦
期
京
都
の
年
末
年
始

(
必
)

(
灯
)

(
必
)
(
必
)

(
印
)

(
日
)

『
本
居
宣
長
全
集
』
二
ハ
巻
九
四
1
九
五
頁
。

『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
七
巻
三
五
一
頁
。

『
本
居
宣
長
全
集
』
一
ム
ハ
巻
九
五
頁
。

『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
二
三
巻
二
二
五
頁
。

『
近
世
風
俗
志
(
守
貞
護
稿
)
』
一
巻
三
四
六
1
三
四
七
頁
。

『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
二
三
巻
二
二
五
頁
。(福
井
大
学
准
教
授
)

七
五




